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概要（目的・用途・実施
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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

スピロ共役を有する有機半導体分子の構造,合成設計,超分子機能の解明を目的とし
た単結晶X線解析を行った.

実験
Experimental

高輝度単結晶X線解析装置VariMaxDualを用い,新規有機半導体分子及びその複合体,
ラジカル体の結晶構造を取得した.

結果と考察
Results and Discussion

単結晶X線回折を用い,二重スピロ構造を持つ新規分子複数種類の構造解析に成功し,
それらは以下に示すような興味深い現象を示唆していた.1. 分子内の3枚のπ平面が
直交する形で剛直に固定化されている2. 溶媒分子と多点相互作用による複合体を作
成し,高い溶解度を実現する3. ラジカルカチオンの状態で単離できる程度に安定性
が高いこれらの結果は本研究で開発した新規分子の有機エレクトロニクスにおける
有用性を示している .
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